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2024 年 3 月１日発行 

第 4 号（通算 70 号） 

 

見明川防災本部    

本部長 阪口 征二 

総務班 高田 佳彦 

 

見明川 防災本部 のホームぺージ  https://miakegawabousai.jpn.org 
                     （ 見  明  川  防  災 ） 

防災訓練 2024 を実施します・・・ 3 月 17 日（日） 
（主に防災本部員が対象） 

 

防災本部員の技術向上のために、下記の通り防災訓練を実施します。コロナ禍でしばらく休止

をしていましたが昨年より再開しています。 

【安否確認】安否確認の訓練も行います。登録済みの方には別途にご案内します。また新たに

災害時の安否確認を希望される方は、管理事務所までお申し出ください。 

【放水訓練】午前 10 時半過ぎに真ん中公園西側で放水訓練を実施します。見学も大歓迎です。 

 

実施日 ： 2024／3／17（日） 

目的  ： 災害時における防災本部員の対応能力／技術の向上 

全体シナリオ :  とっさの災害に全防災本部員が可能な限り集まり、災害対策本部を立ち上げる。 

10:00 地震発生   震度：５強  震源地：東京湾北部 

10:10 本部員集合、 対策本部設置、 役割担当指名（本部長、副本部長、班長） 

10:15 
本部統率 

活動開始指示 

 

各班、チーム

に役割を指示 

 

 

情報管理 

進捗状況把握

と記録 

 

緊急災害情報

発信を実施 

 

住宅内 

状況調査 

 

住宅地域内 

被害状況を

調査し本部

に報告 

 

画像通報を
試みる 

安否確認 

訓練 

 

各区リーダに

確認表を渡し

て確認開始指

示 

 

報告をまとめ、 

本部に報告 

避難所対応 

訓練 

 

中学校避難

所との情報

交換訓練 

 

 

中学校前に

てトランシー

バー応答 

消火・発電 

訓練 

 

真ん中公園で

の放水訓練 

 

 

 

発電機と投光

器の稼働確認 

スマフォ充電

実施 

 

救出・救護 

訓練 

 

車椅子での負

傷者搬送訓練 

 

11時頃の開始

予定 

 

炊き出し 

訓練 

 

ご飯の炊き出

しを実施 

 

反省会にて試

食 

12:00 反省会 
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能登半島地震 

元日の夕方には能登半島で大きな地震がありました。震度７を記録した地域もあり、大きな被

害が出ています。徐々に全国からの支援も入っていますが、避難所生活は厳しいものがあります。

そして、日本列島ではどこでも地震が起こる可能性があります。 

 

首都直下地震と南海トラフ地震 

我々の地域では、首都直下地震と南海トラフ地震について、共に 30 年以内に 70％の確率で

発生が予測されています。前者では発生地点によって震度 6 強～震度７、後者では震度 5 強と

想定されています。共に多くの方が被害に巻き込まれる見込みで、支援活動にも大きな混乱が予

測されます。家具の転倒防止、水・食料の備蓄をしておきましょう。 

 

避難所のこと 

見明川住宅の住民の指定避難所は見明川中学校です。震度 5 強以上の地震が発生した場合に

は市が避難所を開設します。そしてパークシテイ弁天自治会（2 丁目）の自主防災組織と見明

川防災本部がその開設に協力します。その後の運営は避難者自身が関わっていくことになります。

避難所生活は厳しい生活が想定されますので、可能な限り在宅避難をお勧めします。 

 

防災○×クイズ （浦安市「防災のてびき」令和 5 年度版より） 

Q．料理中に地震が発生！ 火災がこわいので、とにかく火を消すことを優先すべきだ。 

A．（×）大きく揺れている間に火元に近づくのは危険。無理をして火を消そうとすると大やけ

どをすることがあります。まず身の安全を確保して揺れがおさまってから火を消しましょう。 

Q．道路を歩いている時に地震が起きたら、建物や塀につかまり揺れをしのぐ。 

A．（×）建物やブロック塀は倒壊の危険があるほか、看板やガラスなどが落下してくる危険が

あります。バッグなどで頭を守り、建物やブロック塀から離れるようにしましょう。 

Q．家具は中にたくさん物を入れて重くしておけば、地震が起きても倒れる心配はない。。 

A．（×）重そうに見えるタンスなども、地震が起きたら倒れてしまいます。実際に家具の転倒

により死亡するケースもあります。家具の転倒防止策をきちんとやっておきましょう。 

Q．川辺でキャンプ中、消防団から避難の指示があれば、小雨であっても従うべきだ。 

A．（○）自然環境では、少しの雨でも土砂崩れの原因になったり、瞬時に河川が増水する危険

があります。アウトドア活動をするときには気象情報に注意し、早目に対応しましょう。 

Q．近隣住民とのコミュニケーションも防災活動の一つだ。 

A．（○）地域に住む人たちとの良好なコミュニケーションは、防災の第一歩です。お互いに知

り合っているだけでも、災害時の救援・救助活動などに役立ちます。 


